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社
団
法
人

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

会

長

赤

坂

勝

皆
様
に
は
、
ご
壮
健
で
健
や
か
に

新
た
な
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
事

と
存
じ
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

そ
し
て
本
年
も
宜
し
く
御
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
障
害
者
支
援
法
が

本
格
的
に
施
行
さ
れ
て
三
年
が
経
過

し
見
直
し
の
年
で
す
。
日
本
の
い
た

る
と
こ
ろ
で
障
害
者
の
悲
鳴
が
上
が

り
、障
害
者
の
切
な
る
願
い
で
国
は
、

異
例
と
も
言
う
べ
き
中
途
で
臨
時
の

措
置
を
講
ず
る
な
ど
、
欠
陥
法
と
い

わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
の
法
律
に
、
常

に
声
を
上
げ
ね
ば
、
そ
し
て
行
動
を

し
な
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

昨
年
の
北
斗
市
に
お
き
ま
し
て
開

催
さ
れ
た
第
五
十
七
回
全
道
身
体
障

害
者
福
祉
大
会
（
大
変
北
斗
市
の
皆

様
に
は
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
）で
、

北
海
道
全
域
か
ら
ご
参
加
い
た
だ
い

た
七
百
人
近
く
の
障
害
当
事
者
と
の

様
々
な
議
論
の
中
か
ら
、
広
域
北
海

道
に
お
い
て
は
臨
時
措
置
が
講
じ
ら

れ
た
と
い
っ
て
も
、
地
域
格
差
を
始

め
と
し
て
多
く
の
問
題
点
や
ら
矛
盾

点
が
昨
年
同
様
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。こ

の
こ
と
は
、
決
し
て
看
過
す
る

こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
で
あ
り
北
身

協
と
し
て
も
、
北
海
道
を
始
め
、
上

部
団
体
で
あ
る
日
身
連
を
通
し
て
国

に
、
ま
た
関
係
筋
に
対
し
て
ア
ピ
ー

ル
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

私
は
い
つ
も
申
し
上
げ
て
お
り
ま

す
が
、
私
た
ち
は
障
害
者
に
な
り
た

く
て
な
っ
た
わ
け
で
な
く
、
健
常
な

人
々
と
同
様
に
ご
く
普
通
の
人
間
と

し
て
生
活
し
た
い
、
社
会
参
加
し
た

い
、
そ
の
た
め
に
は
必
要
欠
く
べ
か

ら
ざ
る
支
援
で
あ
り
、
当
然
の
権
利

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
し
、
決

し
て
無
茶
な
要
求
で
は
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
幸
い
な
こ
と
に
国
連

の
「
障
害
者
の
権
利
条
約
」
に
日
本

も
署
名
し
、
批
准
に
む
け
て
現
在
国

内
法
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
昨
年
の
大
会
で
Ｄ
Ｐ
Ｉ
西
村

議
長
の
講
演
が
あ
り
、
き
め
細
か
な

ご
講
演
で
日
身
連
を
始
め
と
し
て
障

害
当
事
者
が
よ
り
積
極
的
に
か
か

わ
っ
て
い
る
と
の
こ
と
、
万
が
一
に

も
後
退
の
無
い
よ
う
注
視
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
昨
年
の
米
国
の
サ
ブ
プ
ラ

イ
ム
ロ
ー
ン
を
端
に
発
し
世
界
同
時

不
況
、「
百
年
に
一
度
の
金
融
危
機
」

と
選
挙
で
洗
礼
を
受
け
な
い
わ
ず
か

二
年
で
三
人
目
の
麻
生
首
相
も
ま

た
、
明
確
な
舵
取
り
が
示
せ
な
い
日

本
、
一
挙
に
社
会
は
倒
産
や
日
本
を

代
表
す
る
大
企
業
に
お
い
て
も
急
激

な
景
気
の
悪
化
で
派
遣
社
員
の
解

雇
、
さ
ら
に
は
正
社
員
の
解
雇
、
正

に
未
曾
有
の
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ

の
影
に
隠
れ
て
障
害
者
の
雇
用
に
も

ま
た
当
然
の
こ
と
な
が
ら
リ
ス
ト
ラ

の
嵐
が
吹
き
荒
れ
て
い
る
状
況
が
聞

こ
え
て
き
ま
す
。

グ
ロ
ー
ヴ
ァ
ル
社
会
の
中
で
効
率
、

利
益
が
最
優
先
さ
れ
る
企
業
倫
理
が

依
然
と
し
て
跋
扈
し
て
い
る
こ
と
は

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
状
況
下
で
も
私
た
ち
北

身
協
は
、
障
害
者
の
権
利
等
々
の
向

上
の
た
め
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
か

な
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

二
十
一
世
紀
は
「
共
生
の
時
代
」

と
私
た
ち
は
位
置
付
け
し
ま
し
た
。

以
来
八
年
が
経
過
、
障
害
の
あ
る
無

し
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
民
が
等
し
く

相
互
に
個
性
を
尊
重
し
あ
う
共
生
社

会
の
構
築
に
、
最
大
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
傾
注
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

ま
だ
ま
だ
そ
の
目
標
に
程
遠
く
思
わ

れ
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
加
盟
団
体
の
皆

さ
ん
と
幅
広
く
意
見
交
換
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
目
的
に
向
か
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
北

身
協
は
、
北
海
道
の
財
政
が
一
段
と

厳
し
さ
が
増
す
中
で
、
ご
他
聞
に
漏

れ
ず
運
営
に
も
大
き
な
影
響
を
受
け

て
、
そ
の
存
在
す
ら
危
ぶ
ま
れ
る
と

苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

と
は
い
っ
て
も
私
た
ち
の
運
動
展

開
は
止
め
る
わ
け
に
は
行
き
ま
せ

ん
、
役
職
員
も
最
大
限
の
知
恵
を
絞

り
障
害
者
の
権
利
獲
得
の
た
め
に
努

力
を
傾
け
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。加

盟
団
体
の
皆
様
の
更
な
る
絶
大

な
ご
支
援
、
ご
協
力
を
切
に
御
願
い

し
な
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
、
共
々

に
目
標
に
向
か
っ
て
着
実
に
進
ん
で

行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

年
の
初
め
か
ら
暗
い
話
に
終
始
し

ま
し
た
が
、
希
望
は
失
わ
ず
、
今
年

は
「
丑
年
」
牛
歩
の
歩
み
で
は
あ
り

ま
す
が
着
実
な
一
歩
を
記
す
こ
と
が

基
本
的
に
大
切
な
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
の
全
道
大
会
は
夕
張

市
に
て
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。
今
ま
で
の
よ
う
に
開
催
地
の

行
政
に
頼
る
大
会
で
は
な
く
、
北
身

協
自
ら
が
運
営
等
に
主
体
的
に
か
か

わ
り
、
大
会
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て

も
十
分
検
討
せ
ね
ば
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
会
員
皆
様
に
は
一
人
で

も
多
く
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、
大
き

な
議
論
で
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
た

ら
と
考
え
ま
す
。
ど
う
か
、
宜
し
く

御
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

年
の
初
め
に
あ
た
り
、
こ
の
一
年

が
会
員
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い

年
で
あ
り
ま
す
事
を
祈
念
す
る
と
共

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
障
害
者
福

祉
の
向
上
の
た
め
に
活
躍
さ
れ
る
事

を
期
待
し
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

発行人
（社団）北海道身体障害者
福祉協会会長 赤 坂 勝
札幌市中央区北２条西７丁目（かでる２・７）
電 話 ０１１‐２５１‐１５５１
ホームページwww．hokusinkyo．or．jp
北海道障害者社会参加推進センター
電 話 ０１１‐２５１‐９３０２
毎 月 ２５日発行

会員購読料（年）３６０円
非会員 同 ２，０００円

「
ご
協
力
を
！
」
町
内
会
の
回
覧
協
力
に
よ
る
日
身
連
収
益
事
業
は
、
あ
な
た
の
協
会
に
還
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
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平平
成成
二二
十十
一一
年年
元元
旦旦

社
団
法
人
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

会

長

赤
坂

勝

副
会
長

政
田

一
美

副
会
長

荒
川

繁
雄

常
務
理
事

和
田

真
一

理

事

篠
山

准
子

理

事

岩
波

勝
二

理

事

瀧
山

征
治

理

事

堂
前

文
男

理

事

田
中

幸
一

理

事

佐
藤
芳
太
郎

理

事

山
本

克
光

理

事

中
西

昭
夫

監

事

佐
京

信
二

監

事

大
矢

郁
子

加
盟
団
体
代
表

石
狩
支
庁

三
野
宮
一
芳

渡
島
支
庁

澤
出

博

檜
山
支
庁

澤
谷

昭
市

後
志
支
庁

最
上

輝
昭

空
知
支
庁

�
瀬

定
和

上
川
支
庁

小
林

忠
義

留
萌
支
庁

福
井

紀
道

宗
谷
支
庁

篠
山

准
子

網
走
支
庁

加
藤

四
郎

胆
振
支
庁

堂
前

文
男

日
高
支
庁

蛯
子

哲

十
勝
地
区

大
橋

貞
一

釧
路
支
庁

笹

實

根
室
支
庁

佐
藤

齊

函
館
市

岩
波

勝
二

小
樽
市

赤
坂

勝

旭
川
市

荒
川

繁
雄

室
蘭
市

政
田

一
美

釧
路
市

瀧
山

征
治

帯
広
市

阿
部

利
雄

北
見
市

佐
藤
芳
太
郎

夕
張
市

小
林

孝
雄

岩
見
沢
市

三
宅

睦
男

網
走
市

加
々
見
國
男

留
萌
市

清
水

覚

苫
小
牧
市

西
田

清
吾

稚
内
市

井
澤

勝
義

美
唄
市

大
矢

郁
子

芦
別
市

武
田

貞
信

江
別
市

八
木
橋
秀
幸

赤
平
市

若
山

武
信

紋
別
市

斉
藤
真
規
雄

士
別
市

寺
下

亘

名
寄
市

木
村
喜
代
志

三
笠
市

奥
村

一

根
室
市

淀
川

ス
キ

千
歳
市

神
田

孝

滝
川
市

鈴
木

利
彦

砂
川
市

工
藤

公
人

歌
志
内
市

太
田
フ
サ
子

深
川
市

秋
山

功

富
良
野
市

井
上

和
正

登
別
市

熊
谷

昭
吾

恵
庭
市

鹿
野

均

伊
達
市

石
川

鐵
雄

北
広
島
市

太
田

巖

石
狩
市

古
泉

利
雄

北
斗
市

関
口

岩
男

北
海
道
視
力
障
害
者
福
祉
連
合
会

山
本

克
光

北
鈴
会（
咽
頭
摘
出
者
福
祉
団
体
）

松
永

雅
晴

北
海
道
中
途
失
聴
者
協
会

中
西

昭
夫

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

第第
五五
十十
八八
回回
全全
道道
身身
体体
障障
害害
者者
福福
祉祉
大大
会会

〜〜
十十
月月
二二
十十
五五
日日
��
夕夕
張張
市市
にに
てて
〜〜

全
道
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
推
進

委
員
会
（
委
員
長
�
赤
坂
勝
北
身
協

会
長
）
が
昨
年
十
二
月
四
日
�
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
札
幌
市
内
の
道
民

活
動
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
第
五
十

八
回
全
道
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
夕

張
大
会
の
日
程
等
を
決
め
た
。

開
催
日
は
、
十
月
二
十
五
日
�
の

一
日
日
程
で
、
午
前
九
時
三
十
分
頃

か
ら
午
後
二
時
三
十
分
頃
ま
で
を
予

定
し
て
い
る
。会
場
は
夕
張
市
の『
ゆ

う
ば
り
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
』。

内
容
は
式
典
、
講
演
、
全
体
協
議
等

を
予
定
し
て
い
る
が
一
部
流
動
的
な

面
も
あ
り
、
詳
細
は
今
後
詰
め
る
こ

と
に
な
っ
た
。

ま
た
こ
れ
に
先
立
ち
、
第
五
十
七

回
全
道
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
北
斗

大
会
の
総
括
が
行
わ
れ
た
。
参
加
者

は
六
六
三
人
で
昨
年
よ
り
百
名
近
く

減
少
し
た
が
、
原
因
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
各
市
町
村
の
財
政
難
に
よ
り
福

祉
バ
ス
等
が
使
え
な
か
っ
た
こ
と
等

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
ま
た
反
省
点

と
し
て
、
二
日
目
の
全
体
会
議
が
予

定
よ
り
大
幅
に
早
く
終
了
し
時
間
的

な
ロ
ス
が
生
じ
た
こ
と
や
、
講
演
の

あ
り
方
に
つ
い
て
も
意
見
が
出
さ

れ
、
今
後
の
課
題
と
し
て
検
討
を
進

め
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

次
に
全
道
大
会
で
審
議
・
採
択
さ

れ
た
九
件
の
要
望
事
項
に
つ
い
て
協

議
が
行
わ

れ
、
保
留

の
一
件
を

除
く
八
件

の
案
件
に

つ
い
て
、

国
や
道
等

の
関
係
機

関
に
要
望

書
を
提
出

す
る
こ
と

が
決
め
ら

れ
た
。

社 団 法 人 日 本 義 肢 協 会 会 員

守

釧
路
市
富
士
見
一
の
五
の
九

美
唄
市
東
七
条
北
四
丁
目
七
番
九
号

電
話（
〇
一
二
六
）六
二
�
〇
九
三
一
番

（平成２１年１月１日）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（第６５７号）（１）
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全全全国国国及及及びびび北北北海海海道道道ののの障障障害害害者者者雇雇雇用用用状状状況況況（（（平平平成成成２２２０００年年年１１１１１１月月月２２２０００日日日発発発表表表）））

「障害者の雇用の促進等に関する法律」に基づき事業主等からの報告を集計した今年度の「障
害者の雇用状況」が北海道労働局から発表されました。概要は次のとおり。
○ 道内の一般民間企業の実雇用率は全国平均を上回る１．７４％で過去最高
○ 雇用されている障害者の数は７，９４５．５人で過去最高
○ 公的機関のうち２．１％適用機関の法定雇用率達成割合は全国平均を大きく上回る９６．１％だ
が、２．０％適用機関は６６．７％に過ぎず改善を要する状況
〔全国及び北海道の障害者の雇用状況〕 （平成２０年６月１日現在）
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町町
村村
協協
会会
だだ
よよ
りり
��
（（
日日
高高
支支
庁庁
管管
内内
日日
高高
町町
））

〜〜
合合
併併
にに
よよ
りり
一一
層層
のの
交交
流流
活活
動動
をを
推推
進進
〜〜

第
四
十
三
回
目
と
し
て
紹
介
し
ま

す
協
会
は
、
日
高
支
庁
管
内
の
西
部

に
位
置
し
、
重
要
文
化
財
の
ア
ン
モ

ナ
イ
ト
化
石
や
地
方
競
馬
最
大
規
模

を
誇
る
門
別
競
馬
場
で
有
名
な
町
の

日
高
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
（
中

川
美
和
会
長
）
で
す
。

同
協
会
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一

日
に
旧
日
高
町
と
旧
門
別
町
と
の
合

併
に
よ
り
、
新
た
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
合
併
前
の
事
務
局
は
、
役
員
の

自
宅
に
置
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
合

併
に
伴
い
社
会
福
祉
協
議
会
が
担
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
高
町
は
飛
び

地
合
併
な
た
め
、
役
場
間
の
距
離
が

六
十
五
キ
ロ
も
あ
る
の
で
、
独
自
の

活
動
を
尊
重
し
て
支
部
制
も
設
け
て

お
り
ま
す
。

役
員
及
び
執
行
体
制
は
、
中
川
会

長
を
ト
ッ
プ
に
副
会
長
二
名
、
理
事

五
名
、
監
事
二
名
の
計
十
名
で
構
成

さ
れ
て
お

り
、
会
員

数
は
日
高

支
部
、
門

別
支
部
と

も
三
十
七

名
の
計
七

十
四
名
お

り
ま
す
。

主
な
年
間
行
事
及
び
活
動
内
容

▼
理
事
会
、
総
会

▼
交
流
会
（
各
支
部
）

▼
秋
季
親
睦
会
・
新
年
会（
日
高
支
部
）

▼
視
察
研
修
旅
行（
一
泊
二
日
・
合
同
）

▼
管
内
身
障
協
会
研
修
旅
行
参
加

▼
管
内
身
障
大
会
参
加
（
ス
ポ
ー
ツ

大
会
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
・

パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
大
会
）

▼
三
町
村
身
障

協
会
交
流
会

に
参
加

▼
全
道
身
障
者

ス
ポ
ー
ツ
大

会
出
場

▼
全
道
障
害
者

冬
季
ス
ポ
ー

ツ
大
会
出
場

▼
全
国
身
障
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場

日
高
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
Ｐ
Ｒ

同
協
会
は
、
全
道
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
に
積
極
的
に
参
加
し
て
お

り
、
毎
回
金
・
銀
・
銅
の
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
、
全
国
大
会
に
も
多
く
出
場

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
管
内
の
大
会

に
は
種
目
に
よ
り
支
部
ご
と
又
は
合

同
で
参
加
し
て
お
り
、
和
気
藹
々
の

中
楽
し
く
交
流

を
深
め
て
お
り

ま
す
。

現
在
、
門
別

地
区
で
の
人
口

に
対
し
会
員
数

が
少
な
く
、
会

員
加
入
の
促
進

が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

〔障害者のカウント方法〕
・重度の身体障害者及び知的障害者については、１人の雇用を２人としてカウントする。
・１週間の所定労働時間が２０時間以上３０時間未満の短時間労働者については、重度の身体障害
者及び知的障害者については１人としてカウント。また精神障害者については０．５人としてカ
ウントする。

第第
二二
十十
三三
回回
障障
害害
者者
にに
よよ
るる

書書
道道
・・
写写
真真
全全
国国
ココ
ンン
テテ
スス
トト

〜〜
審審
査査
結結
果果
発発
表表
〜〜

全
国
身
体
障
害
者
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
戸
山
サ
ン
ラ
イ
ズ
）
主
催
の

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
全
国
か
ら

千
八
十
一
点
の
応
募
が
あ
り
、
入
賞

作
品
九
十
三
点
の
う
ち
北
海
道
か
ら

は
三
点
が
入
賞
し
ま
し
た
。

入
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
。

【
書
道
の
部
】

▼
銅

賞

あ
の

う

�
千
歳
市

穴
生

勇

【
写
真
の
部
】

▼
銀

賞

わ
た
る

�
猿
払
村

庄
司

渉

『
幻
想
的
な
光
と
影
』

▼
銅

賞

�
北
見
市

佐
東

敦
子

『
初
夏
を
楽
し
む
』

＊
文
芸
は
紙
面
の
関
係
上
お
休
み
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

リ
フ
ト
付
貸
切
バ
ス

ハ
ー
ト
ケ
ア
福
祉
タ
ク
シ
ー
（
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
対
応
）

株
式
会
社

ラ
イ
フ
パ
ス

札
幌
市
北
区
篠
路
一
条
八
丁
目
六
番
三
〇
号

篠
路
自
動
車
学
校
内

電

話
（
〇
一
一
）
七
七
二
�
四
七
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
一
）
七
七
一
�
九
五
五
六

有
限

会
社

岩

見

沢

義

肢

岩
見
沢
市
緑
が
丘
二
丁
目
八
六
番
地
八

電
話
代
表（
〇
一
二
六
）二
二
�
一
五
五
〇
番

達成割合
不足数（△）
４４．９％

４９．５％

０人
△ １１人

８４．８％

０人
０人

△ ９人
９６．１％

△２，３５７人

５５．３％

△ １１２人
△ ３８人
６６．７％

実雇用
率（％）
１．５９

１．７４

２．１８
２．４４
２．３３
２．３２

２．４７
２．１８
２．４０
２．４２

１．５８
１．８３
１．６２

１．６１
１．５７
１．６０

障害者の数
（人）

３２５，６０３
２６６，０４３
５３，５６３
５，９９７
７，９４５．５
６，２２６
１，６２３
９６．５

６，５４８
７，９６８．５
２２，３９７
３６，９１３．５
３６，０８５
４４５
３８３．５
４１５
２９

１，１２４
１，５６８
１，５４６
１３
９

８，７６７
１，６９２
１０，４５９
１０，３７７
３６
４６
４６３
１２２
５８５
５８２
１
２

労働者数
職員数（人）
２０，４９９，０１２

４５５，８８６

２９９，８５１
３２６，４４８
９６２，３１９
１，５８８，６１８

１６，８１３
１，３２９
４６，７４５
６４，８８７

５５３，３７３
９２，５６０
６４５，９３３

２８，７９８
７，７５９
３６，５５７

企業等区分（企業等の数）
障 害 別

全 国（７３，０４２企業）
身体障害者
知的障害者
精神障害者
北海道（２，５４１企業）
身体障害者
知的障害者
精神障害者
国の機関
（全国）都道府県の機関
（全国）市町村の機関
全 国 計（２，７１０機関）
身体障害者
知的障害者
精神障害者
北海道庁の機関
北海道警察
市町村の機関
北海道計（２０３機関）
身体障害者
知的障害者
精神障害者

（全国）都道府県教育委員会
（全国）市町村教育委員会
全 国 計（１４１機関）
身体障害者
知的障害者
精神障害者
北海道教育委員会
市町村教育委員会
北海道計（９機関）
身体障害者
知的障害者
精神障害者

一般の民間企業

�
�
�

�
�
�

対象労働者数５６
人以上

法定雇用率１．８％

公的機関

�
�
�
�

�
�
�
�

国、地方公共団
体で対象職員数
４８人以上

法定雇用率２．１％

公的機関

�
�
�
�

�
�
�
�

都道府県等の教
育委員会で対象
職員数５０人以上

法定雇用率２．０％

視察研修旅行（えにわ湖畔）

日高支庁管内身体障害者福祉協会
創立５０周年記念被表彰者

三町村身体障害者福祉協会交流会
（日高町にて）

（２）（第６５７号）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（平成２１年１月１日）


